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共に進化する社会

n 共進化社会

Ø 共に進化する社会

n 全体最適と個別快適

Ø 人の調和

Ø 社会の調和

Ø 人と社会の調和



共進化社会システム創成拠点
多様な人々
（年齢・国籍）

公共と
個人

社会（制度・文化）と
先端技術

システムの
平時運用と災害時運用
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共進化社会を目指して

都市OSへ 都市の指標化 粒度別の解析都市の俯瞰 解析のシステム化

測定可能な

指標を定義す

る

実証場所 伊都C 福岡市都心部

交通分野 エネルギー分野

九大の各キャンパス，近隣地域

都市の状態

を検知する
解析層のプロトタイプ

目標
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解析層のプロトタイプ
データ データストア

伊都キャンパス

筑紫キャンパス

COIのシステム

➀ Googleストレージにデータを格納
②種類・期間などを指定してデータを抽出
③抽出データを解析するツールを内蔵

ü ベクトル自己回帰分析
ü 重回帰分析

④システムを使って予測モデル構築
⑤ COIシステムと連携

気温

日射量

日本
気象
協会

日射量予測

みやま市

電力受電量

太陽光発電量

売電量

福岡

CSV
電力デマンド量

気温

太陽光発電量

日射量

設備
より

屋上
セン
サー

太陽光発電量

電力デマンド量

太陽光発電量

研究棟別受電量

施設

シス
テム

気温

日射量

屋上
セン
サー

太陽光発電量

HEM
S CSV 気象

庁

太宰府
前原
大牟田

CSV

3

1

2

４

5

可視化

Ø 地図への重ね合わせ
Ø スケーラブルな空間粒度可視化
Ø スケーラブルな時間粒度可視化

他のデータとの掛け合わせ

Ø ガス・水素等の電力以外のエネ
ルギー

Ø 様々な気象情報・環境情報
Ø 施設・設備情報

Ø 人の生活情報、移動情報
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グラフ解析を活用した「都市の俯瞰」

Weight/Cost
Capacity

Flow

Network Node Edge Weight Flow
道路
公共交通

交差点,	駅,	バス
停,変化点

道路,	線路, 道路幅員,	レーン,	 ビークル・プローブ
(車,	バス,	タク
シー,..)

人流 変化点 歩道 歩道幅，歩行空間 群衆

物流 拠点，倉庫，工場 配送ルート 物流容量 物流量

Edge

Node



まとめ

n 九州大学COIが構築する都市OS
Ø 社会データ基盤

Ø 連携する多層解析層

Ø 共進化社会

n 交通分野での取り組み

Ø 都市の俯瞰，都市の指標化

n エネルギー分野での取り組み

Ø 粒度による多層解析システムのプロトタイプ

都市の指標化

粒度別の解析

都市の俯瞰

解析のシステム化

これらの取り組みにより，共進化社会をめざしていきます
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今後への考察１

n 都市の事象は関連性をもつため，関係性をグラフとして表現できる

n 特に物理的トポロジー情報をグラフ化は地理ベースの解析として有効

Ø 交通は道路網，歩行者移動など

Ø エネルギーは，系統電力を中心とした電力の流れなど

n 交通系 xエネルギーの掛け合わせでより高精度に都市のアクティビ
ティを解析
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今後への考察２

n 都市の俯瞰と交通とエネルギーの掛け合わせ

n しかし，データは日々変化する

n データ駆動型システム

Ø データを学習することでモデル生成し，かつ，進化させる

当拠点村上前UL資料より



ありがとうございました




